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「ジョン・ホープ・ブライアントの 50 歳の誕
生日に，ビデオ・フラッシュのサプライズを贈
りたいので tribute に招待したい」というメー
ルが飛び込んできた。見事な手順ガイドは，古
代ガラケー派の私には感嘆するばかりだ。
「ほう，ブライアントも 50 歳になったのか」
ブライアントは 1992 年４月に発生したロサ

ンゼルス暴動が生んだ焼け跡のヒーローだっ
た。所属教会のマレー牧師の説教が，26 歳の
黒人青年の義侠心に火を点けた。「If	not	now,	
so	when?	If	not	you,	so	who?」直ちに彼は地元
金融機関を駆け回り，被災者救援基金を立ち上
げた。ほどなくして，地元紙のみならずニュー
ヨーク・タイムズや有力週刊誌に「罹災者再建
へ第１歩」の見出しとともに，笑顔
の食品店主と握手するブライン
トの大きな写真が躍った。州，
市に先駆けて融資を実現し
た，NPO「オペレーション・
ホープ（O.H）」の輝かしい
船出だった。

O.H は発足後 25 年間で 25 億
ドル超の基金を擁し，全米 28 支
所，海外では南アフリカなど４カ国の
拠点を通じて，マイクロ・ファイナンス，ファ
イナンシャル・リテラシー教育，若者への起
業トレーニングを行う屈指の NPO へと発展し
た。ボランティア２万 2000 人を動員して全米
300 強の都市で低所得層の人々向けに，マイク
ロ・ファイナンス 150 万件，ファイナンシャル・
ディグニティー講座，起業研修などを実施して
きた。

ブライアント自身も，クリントン，ブッシュ，
オバマの３政権下で顧問に迎えられ，オバマ大
統領の下では小委員会の委員長も務めている。
リーマンショックのきっかけとなったサブプラ
イム・ローンは，貧困層が金融システムの暗部
で虐げられている実態を浮き彫りにした。ま

さに O.H が取り組んできた活動に光が当たっ
た。公的・私的団体を問わず，彼が受けた褒章
は 500 を下らない。２冊のベストセラー経済
書も著わした。近著「How	the	Poor	Can	Save	
Capitalism」は４カ国語に翻訳され，黒人が書
いた初めてのベストセラー経済書と報じられ
た。クリントン前大統領は「貧しい人たちが施
し（ハンドアウト）ではなく自力で（ハンド
アップ）豊かになれると固い信念をもつ，アイ
デアと実行力を兼ね備えた 41 歳の風雲児」と
いう賛辞を当時の彼に贈った。今やブライアン
トは押しも押されぬ全米リーダーの一人になっ
た。

約３年前の O.H 創立 25 周年シンポジウムで，
彼が FRB 議長と交わす議論に耳を傾

けながら，高卒でホームレスも経
験した黒人をここまで育てた米
国の懐の深さを思った。

ロス暴動の後，バックグラ
ウンドもない一介の黒人青年
の情熱を信じて資金を拠出し

た地元の各銀行を，日本の銀
行と思い比べずにはいられなかっ

た。規制とは規則の改正で済むもので
はなく，資本や組織の論理を生活者の論理より
無条件で優先させてしまう条理を見直すことな
のだろう。

ビデオ編集チームの希望で語った「私の忘れ
得ぬあの時」は，彼が率いる Re-build	L.A. 委
員会の黒人チームとジェトロ LA とのソフト
ボール試合。「借物のスマホは 15 秒しか撮れ
ず，デジカメで OK と分かって撮るのも汗かい
たよ」といつか話そう。私の IT オンチを大笑
いする彼の顔が見えそうだ。
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